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【アブスト】
LeoⅠは現在観測されているMW satellitesの中でもっとも遠方に存在し、かつ大きな視線速度が観測されているためその運動は銀河系のビ
リアル質量(Mvir,MW)を制限する上で非常に重要である。ここでは、HSTによる観測でLeoⅠの固有運動を推定し、そこで得られた３次元速
度からMvir,MWの関数として束縛エネルギー(E)を求めた。LeoⅠのようにEの小さなsubhaloが観測される確率分布関数をシミュレーション
との比較から推定したところ、MWは10^12Msunより重くなければならないことがわかった。

【ゴール】
銀河系ビリアル質量に対する制限。

【オリジナリティ】
LeoⅠの３次元速度とAquariusシミュレーションの結果との比較。

【ロジック】
(シミュレーション)
・Aquarius levelⅡの６つのhost haloを使用 
・シミュレーションにおけるsubhaloは各hostの半径1Mpc以内に存在し、
   Vmax > 5km/s & Vmax > 0.044Vvirを満たすもの。
（Vmax : maximum circular velocity）
(Fig.1) 
シミュレーションで得られた全subhalo(黒点)とLeoⅠ(四角)のhost中心に対する三次元
速度(Vtot/Vvir)と距離(r/rvir)のプロット。LeoⅠの色の違いはビリアル質量の違い。ま
た、host haloがNFWとしたときのescape velocityを破線(c=8)と点線(c=16)で示す。
 
・シミュレーションのほとんどのsubhalo(~99.9％)はhostに束縛されている。
・LeoⅠもMvir,MW > 0.7*10^12Msunなら十分束縛されているはず。
(Fig.2)
<点線>
あるsubhaloがLeoⅠより小さいEを持っている確率p(E<ELeoⅠ)をシミュ
レーションから求めた結果
<黒(グレー)実線>
ランダムに11個(現在観測されているclassical dwarfsの数)のsubhaloを抽
出しその中に1個(2個)だけE<ELeoⅠを満たすsubhaloが見つかる確率→11
個中１個LeoⅠのようなsubhaloが見つかる確率
(Fig.3)
ベイズの定理(裏面＋Table.1)でFig.2の結果から求めたMvirの条件付き確率
p(Mvir|E)。グレー部分が1/11の場合。
 
・1/11の結果からMvir,MW = 1.6*10^12Msun＆90％信頼区間として
　Mvir,MW ∈ [1.0,2.4]*10^12Msun
・95％の確率でMvir,MW > 10^12Msun

【感想】
シミュレーションで束縛されていないsubhaloがないのはなぜ？
→Aquariusにはビリアル質量の重いサンプルが多いがその影響か？
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Bayes' Theorem

P(Mvir|E) = P(E|Mvir)P(Mvir)/P(E)

P(E|Mvir) : Fig.2から求まる
P(E)：単なる規格化定数とみなしてよい
P(Mvir)：Mvirについての事前確率。今回は３つの場合を考える。
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